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Aikido は、フレキシブルなサブミックスルーティングが可能なパフォーマティブなクワッド VCA ミキサ

ーです。 

ルーティング、そして 2 スタイルのエンベロープ・フォロワーが搭載されています。巧みなサイドチェイ

ンコンプレッションやエクスパンド、など様々なルーティングの実験が可能です。 

 

1 

VCA 信号⼊⼒は DC 結合で、オーディオと CV 信号（モジュレーション信号）の両⽅に対応します。 

2 

VCA のダイレクト信号出⼒は DC 結合されており、カスケード接続でミックスされます。チャンネル D 

からの出⼒は、すべてのチャンネルがミックスされた状態になります。他の出⼒にケーブルをパッチ接続

しればカスケード接続のミキシング・チェーンを解除できます。チャンネル A、B、C、D のすべてにケ

ーブルを接続すると、それぞれ独⽴した出⼒となります。チャンネル C OUT にのみケーブルを接続する

と、A、B、C がミックスされた状態となります。 

3 

オフセット LEVEL フェーダーは、VCA を開いたり閉じたりできます。中間点付近でユニティーゲイン

（0 dB）となり、最⼤で +6 dB まで増幅されます。ブーストはコンプレッションやフィードバックに

⾮常に有効です。VCA CV とオフセット LEVEL フェーダーは、チャンネルのボリュームをコントロール

するために組み合わされます。 



4 

クリックレスの MUTE スイッチは、対応するチャンネルをミュート（消灯）またはミュート解除（点

灯）します。スイッチをゆっくり押して離すとフェードイン、フェードアウトの効果が得られます︕ 

MUTE スイッチは、そのチャンネルが MIX 出⼒に反映されるかどうかを常に決定します。背⾯のジャン

パーを使⽤して、ダイレクト VCA 出⼒が MUTE スイッチの影響を受けるかどうかを選択することができ

ます。ジャンパーを PRE の位置に設定すると VCA 出⼒は影響を受けず、POST の位置に設定すると

MUTE スイッチの影響を受けます。 

5 

CV ⼊⼒は、VCA の⼊⼒と出⼒間のゲインに影響を与えます。CV ⼊⼒はリニアです。CV 信号はアッテネ

ータを経由し、LEVEL フェーダでミックスされます。SIDE CHAIN エンベロープフォロワは、チャンネ

ル A の CV ⼊⼒にノーマライズされます。従って、CV インプットにケーブルが接続されていない場合、

すべてのチャンネルが SIDE CHAIN エンベロープフォロワーの⾳を聞くことになります。インプットに

ケーブルを接続すると、VCA を個別に制御することができます。 

6 

アッテヌバーターは、CV ⼊⼒の信号が VCA にどれだけ適⽤されるかを調整します。中央に設定すると

（ノッチがあります）CV は影響しなくなります。右に回すと、CV ⼊⼒のレベルへの影響度が徐々に⼤き

くなります。左に回すと、CV ⼊⼒信号が反転して影響していきます。エンベロープフォロワと併⽤する

場合、左に回すとコンプレッサー効果が、右に回すとエキスパンダー効果が得られます。 

7 

MIX 出⼒は、全チャンネルがミックスされます。AC 結合なのでオーディオ信号に適しており、余分な

DC オフセットは除去されます。MUTE スイッチの状態は、常に MIX 出⼒に反映されます。 

8 

SIDE CHAIN エンベロープフォロワは、⼊⼒レベルをモニターし、信号の⾳量を CV 値に変換できま

す。チャンネル A の⼊⼒は、SIDE CHAIN IN にノーマライズされています。SIDE CHAIN IN を他の信

号で使⽤する場合は、ケーブルをパッチ接続してください。SIDE CHAIN ENV 出⼒は、チャンネル A の

CV ⼊⼒にノーマライズされ、さらにチャンネル B、C、D にノーマライズされます。 

SIDE CHAIN スイッチにより、3 つのレスポンスカーブを選択することができ、3 スタイルのコンプレッ

サー設定に便利です。FAST 設定はアタックとリリースが速く、タイトなコンプレッションに適していま

す。MID はオールラウンドに使える⼀般的なセッティングで、アタックはかなり速いですが、リリースは

遅めです。SLOW セッティングは、サイドチェインエフェクトをより誇張するのに有効で、リリースと

アタックがかなり⻑くなっています。 



ENVELOPE FOLLOWER RESPONSE 

 

Tip: SIDE CHAIN IN にトリガーを送り、SIDE CHAIN スイッチを使⽤すると、異なるエンベロープを得

ることができます。これらのエンベロープをコンプレッションに使⽤したり、単独で使⽤したりすること

ができます。 

9 

スペクトラルエンベロープ・フォロワーは、SIDE CHAIN フォロワーの MID 設定と同様のレスポンス

タイムを持っていますが、その主な特⻑は、応答する周波数帯域をスイッチで選択できることです。 

スペクトラルエンベロープフォロワーはチャンネル D 出⼒（カスケードミックス出⼒）を解析し、任意

の場所にパッチできる専⽤出⼒を備えています。BASS セッティングの場合では主に 100 Hz 以下の周

波数に、TREB 設定では 650 Hz 以上の周波数に、MID 設定では 100 Hz から 650 Hz の間の周波数に

反応します。 



 



 

A 

PRE/POST ジャンパー 

チャンネルのダイレクト出⼒が MUTE スイッチの前か後かを設定するジャンパーです。PRE に設定した

場合、チャンネル出⼒は MUTE スイッチの影響を受けません。POST ポジションに設定すると、チャン

ネル出⼒は MUTE スイッチの影響を受けます。 

B 

MIX IN / MIX OUT CHAIN HEADERS 

ジャンパーワイヤーを使って、複数の Aikido モジュールをチェーン接続することが可能です。 

MIX_OUT ヘッダーは 2 重になっているので、BUDDY の左右のチェーン⼊⼒や、他の 2 つの出⼒先に接

続することができます。1 台⽬の合気道の MIX_OUT ジャンパーピンを 2 台⽬の合気道の MIX_IN ピン

に接続した場合、1 台⽬の合気道の MIX 出⼒が接続されていなければ、2 台⽬の合気道の MIX 出⼒には



2 台分の合計が出⼒されることになります。その場合、各モジュールの MIX OUT は独⽴したものになり

ます 

C 

CASCADED CHAIN HEADERS 

ジャンパーワイヤーを使って、複数の Aikido モジュールをチェーン接続します。1 台⽬の合気道のジャ

ンパーピン CASCADED OUT を 2 台⽬の合気道の CASCADED IN に接続すると、1 台⽬の合気道のチャ

ンネル D OUT を接続しない限り、2 台⽬の合気道のチャンネル A 出⼒以下は両モジュールの和が出⼒さ

れることになります。この場合、2 台⽬の合気道の出⼒のカスケードミキシングは独⽴したものになりま

す。 

 

  



POWER! 

このモジュールにリボンケーブルを接続する前に必ずシステムの電源を切ってください︕ 

リボンケーブルの極性を確認してください。リボンケーブルの極性を再確認し、どの⽅向にもずれていな

いことを確認します。⾚の印がモジュールとバスボードの両⽅で、-12V レールと⼀致する必要がありま

す。 

! 次のことを確認してください。 

・標準的なピンアウトのユーロラックバスボードを使⽤していること。 

・バスボードに +12V と -12V のレールがある。 

・電源レールが電流でオーバーロードしていないこと。 

・本装置には保護回路がありますが、誤った電源接続による損傷については責任を負いかねます。全ての

接続が完了し、ダブルチェックを⾏った後、システムを閉じて、電源ラインが⼿で触れないようにした

後、システムの電源を⼊れ、モジュールをテストしてください。  

  



PATCH TIPS 

 

クラシック・サイドチェーン 

Channel A LEVEL フェーダーとアッテネーターでキックドラムをコンプレッション/エクスパンドし、そ

のトランジェントをシェイプします。Channel B のアッテネーターを左に回して、ベースをキックドラム

にサイドチェインさせます。サイドチェーン・エンベロープ・フォロワーは Channel A インプットを解

析するので、キックドラムをミュートしても、サイドチェーン・コンプレッションを聞くことができま

す。キックドラムの⾳が聞こえるときだけサイドチェーンコンプレッションを使⽤したい場合は、

Channel A OUT を SIDE CHAIN IN に接続してください。また、Channel A のジャンパーが POST 

Mute の位置にあることを確認してください。 

  



 

ゲーテッド・フィールド・レコーディング 

ドラムセクションをチャンネル D へ、フィールドレコーディングまたは録⾳済のオーディオをチャンネ

ル A へ、SPECTRAL ENV をチャンネル A の CV インプットにパッチします。チャンネル A のアウ

トを聴きます。LEVEL フェーダー A を下げ、Channel A のアッテネーター を開放します。録⾳された

⾳はドラムセクションによってゲートされ、リズムに変化します。 

SPECTRAL スイッチで、リズムのどの部分でゲートをかけるかを選択します（BASS – キック、MID – 

スネア、TREB – ハット）。  

 

クラシックトレモロ 

Channel A IN に信号を接続し、Channel A CV インプットに LFO を接続します。アッテヌバーターを開

くと、クラシックなトレモロ効果が得られます 

 

リングモジュールドローニング 

Channel A IN にオシレーターを接続し、Channel A CV インプットに別のオシレーターを接続します。

アッテヌバーターでリングモジュレーションを発⽣させます。Channel B IN に別のオシレーターを接続

し、MIX 出⼒を聞きます。オシレータの周波数を互いに近づけて、フェイジング・ドローンを⽣成しま

す。さらに多くのオシレーターや、1 つのオシレーターの異なる出⼒を接続すると、究極のドローン体験

が得られます。 

 

オートパンニング 

オーディオ信号をマルチプルで分割し、チャンネル A IN とチャンネル B IN に接続します。チャンネル 

A の出⼒を左チャンネルとして、チャンネル B の出⼒を右チャンネルとして聴いてください。LFO を

Channel A CV インプットに接続します。Channel A のアッテネーターを左に、Channel B のアッテネ

ーターを右に回して、CV コントロールのパンニングを実⾏します。LEVEL フェーダーとアッテヌバータ



ーの位置の組み合わせを変えて、ステレオ・スペクトルをナビゲートすることができます。4 つのチャン

ネル⼊⼒にオーディオを分配し、チャンネル C の CV ⼊⼒に別の LFO を⼊⼒すれば、クアドラフォニッ

ク・パンニング（チャンネル A CV＝左/右、チャンネル C CV＝前/後）が可能です。 

 

エンベロープパンニング 

オートパニングと同じパッチを作成しますが、LFO を接続する代わりに、内蔵の SIDE CHAIN エンベロ

ープフォロワーを使⽤します。この⽅法では、信号のラウドな部分を左チャンネルに、静かな部分を右チ

ャンネルに配置することができます。また、トランジェントをサイドに、ボディを中央に配置することも

可能です。 

 

フィードバック 

MIX 出⼒をチャンネル A の IN に接続し、チャンネル D の OUT を聴いてください。その他のインプ

ットにシグナルを接続します。チャンネル A をフィードバックチャンネルとして使⽤します。チャンネ

ル A のアッテネーターでフィードバックを抑制します。 

を使⽤してフィードバックを抑制します。アッテネーターを左に回し、LEVEL フェーダーを上げると、

フィードバックが圧縮され、限られたレベルに保たれます。LEVEL フェーダーを下げ、アッテネーター

は右に回すと、⼤⾳量部分のみフィードバックが上がるようになります。  

 

ディエッサー 

Channel D IN に信号を接続し、Channel D CV インプットに SPECTRAL ENV をパッチし、Channel D 

OUT を聞きます。SPECTRAL スイッチを TREB に設定し、Channel D のアッテネーターを左に回すと、

⾼い周波数が現れると同時に信号を圧縮できます。こうすることで、⾼域のハーシュネスを抑えることが

できるはずです。このパッチでは、Aikido は⾼周波数だけでなく、信号全体を圧縮することに注意してく

ださい。 

 



パラレル・コンプレッション 

オーディオ信号を（マルチで）分割し、Channel A IN と Channel B IN に接続します。MIX 出⼒を聴い

てください。Channel A のアッテネーターを左に回して、Channel A ⾃⾝をコンプレッサーにします。

Channel B のアッテネーターを中央にして、Channel B のレベルを上げ、ドライシグナルをミックスし

ます。このようにして、パラレル・コンプレッションが得られます。 

 

スペクトラル・ドラム・バスコンプレッション 

Aikido でドラムをミックスし、SPECTRAL ENV を Channel A の CV インプットにパッチします。各チャ

ンネルのアッテネーターと SPECTRAL エンベロープ・スイッチを操作して、さまざまなタイプのスペク

トラル（周波数帯域）コンプレッション／エクスパンションを得ることができます。いろいろと実験して

みてください︕ 

 

モジュレーション・ミキシング・サイドチェーン 

Aikido を使⽤すると、モジュレーション信号とオーディオ信号を同時にミックスすることができます。例

えばチャンネル D を使い、IN ジャックに LFO を接続し、OUT ジャックをフィルター・カットオフにパ

ッチしてみましょう。Channel A でキックドラムを鳴らし、Channel D のアッテネーターを左に回して

SIDE CHAIN スイッチの SLOW レスポンスを使⽤します。 

こうすることで、キックドラムがないときだけフィルターに LFO モジュレーションがかかるようになり

ます。あるいは、LFO のディレイ/フェードインとして機能することになります。Aikido でたくさんのモ

ジュレーションを組み合わせると、クリエイティブで素晴らしいサウンドを創る事ができるようになりま

す︕ 

  



Block Diagram 
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